
5
月
17
日
～
18
日
に
、
須
崎
和
貴
議
員
（
会
派
紬
）
、

西
田
議
員
（
無
所
属
）
に
同
行
し
て
橋
本
は
、
室
蘭
市

の
新
し
い
総
合
体
育
館
な
ど
を
見
学
し
ま
し
た
。

室蘭市の新しい総合体育館など見学

室
蘭
市
の
入
江
運
動
公
園
総
合
体
育
館

「
栗
林
商
会
ア
リ
ー
ナ
」
は
、
２
０
２
２
年
度

に
新
た
な
総
合
体
育
館
と
し
て
オ
ー
プ
ン
。

一
般
財
団
法
人
室
蘭
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
が

指
定
管
理
者
制
度
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
２
面
が
と
れ
る
メ
イ
ン

ア
リ
ー
ナ
と
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
的
な
多
目
的

ホ
ー
ル
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
や
教
室
等
が
行
え
る

大
小
の
ス
タ
ジ
オ
、
子
ど
も
が
ボ
ル
タ
リ
ン
グ

を
体
験
で
き
る
キ
ッ
ズ
ス
ペ
ー
ス
の
ほ
か
、
交

流
ス
ペ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
中
で
も
興
味
深
い
の
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

室
で
し
た
。
指
定
管
理
者
の
室
蘭
市
ス
ポ
ー

ツ
協
会
が
こ
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
部
分
だ
け

は
独
立
採
算
制
で
経
営
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

民
間
事
業
者
（
ラ
グ
ス
タ
株
式
会
社
）
を
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
に
最
新
鋭
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
機
器

を
配
置
。
ま
た
低
酸
素
の
負
荷
を
か
け
ら
れ

る
「
高
地
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
」
は
ア
ス

リ
ー
ト
の
方
等
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。
（パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
よ
る
と
公
共
施

設
で
初
導
入
ら
し
い
で
す
）
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市内の子育て支援施設を視察 文教厚生常任委員会

室蘭から翌日の5月18日に須崎議員、西田議
員と白老町の民族共生象徴空間ウポポイを見
学しました。平日ということもあり、あまり混雑も
なくスムーズに廻ることができました。
国が約200億円もの予算をかけただけあり、
エンターテインメント性が高く、コンテンツが豊富
です。特に美しい映像技術と融合した歌と踊り、
演奏による伝統芸能の上演は魅了されました。
私のように知識がない人間でも、アイヌの世界
観、宗教（精神性というのでしょうか？）や文化、
芸能などを体感し学ぶ場として大変に素晴らし
い施設と思いました。

ウポポイの国立アイヌ民族博物館には根室市
からも土器等の資料が出展されているそうです。
ところで、この民族博物館の展示について(私が
見落としただけかもしれませんが)、差別や迫害の
歴史等に関しては、あまり表に出していなかった
ように感じました。確かにシャクシャインの戦い
やクナシリメナシの戦い、また松浦武四郎の記
録等から和人のアイヌに対する迫害等の解説動
画やノツカマップでのイチャルパの映像等も流し
ています。しかし、その後の幕府の対応や明治
政府による同化政策等の中でアイヌの状況や言
語・文化がどのように変わっていったのか。当時
の差別等の実態がどうだったのか。
観光振興を意識するのも理解しますが、もう少
し素人目にも「わかりやすく伝わる」ようなコンテ
ンツが増えても良いのでは、と思いました。

5
月
20
日
、
こ
の
4
月
に
移
転
・
新
築
さ
れ

た
「根
室
市
花
咲
港
会
館

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
く
る

ま
い
し
」
の
落
成
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
、
関

係
者
や
地
域
住
民
の
方
々
な
ど
約
50
名
が
参

加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

花
咲
港
町
会
連
絡
協
議
会
会
長
の
重
永
猛

氏
は
「高
台
移
転
し
て
防
災
機
能
を
有
し
た
避

難
所
で
も
あ
る
地
域
会
館
は
地
域
の
命
を
守

る
大
切
な
施
設
。
市
と
建
設
事
業
者
、
町
会
等

が
7
回
に
わ
た
り
懇
談
を
重
ね
、
児
童
教
室

を
含
め
全
て
の
世
代
が
優
し
く
利
用
出
来
る

会
館
に
出
来
上
が
っ
た
と
思
う
」
と
来
賓
あ
い

さ
つ
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
式
典
で
花
咲
港
小
学
校
の
児
童
に
よ
る

校
歌
合
唱
が
披
露
さ
れ
、
会
場
に
参
加
し
た

住
民
の
方
々
も
一
緒
に
歌
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
。

ス
タ
ッ
フ
は
全
８
名
体
制
で
常
時
２
名
を

配
置
。
利
用
者
の
指
導
等
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
取
り
組
み
の
方
針
と
し
て
は
「
利
用
者

が
自
分
で
行
う
ス
タ
イ
ル
」
を
工
夫
し
て
い

ま
す
。
目
的
に
応
じ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
わ
か
り

や
す
く
記
載
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
パ
ン
フ
を

用
意
し
て
、
利
用
者
が
自
主
的
に
運
動
で
き

る
よ
う
促
し
て
い
ま
す
。
実
際
、
２
回
目
以

降
の
利
用
で
利
用
者
は
ス
タ
ッ
フ
が
準
備
し

た
自
分
の
計
画
や
記
録
表
を
手
に
、
自
主
的

に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

市
民
自
ら
が
意
識
し
て
健
康
づ
く
り
を
進

め
る
姿
勢
を
追
求
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

根
室
市
で
は
今
年
度
か
ら
、
新
た
な
総
合

体
育
館
の
建
設
に
む
け
て
基
本
構
想
に
着

手
し
ま
す
。
高
騰
す
る
建
設
費
や
人
員
体
制

の
確
保
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の

健
康
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
、
室
蘭
市
の
取

り
組
み
の
方
向
性
は
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

５月23日と24日に根室市議会の
文教厚生常任委員会は、市内の子育
て支援施設3か所を視察しました。

ウポポイ 民族共生象徴空間

トレーニング室で最新鋭の
マシンを体験する西田議員

再現されたチセを見学する須崎議員

コミュニティ くるまいし
（根室市花咲港会館）

落成記念式典が開催

子
育
て
相
談
所
「
ぶ
ら
ん
こ
」（ま
つ
も
と

保
育
所
に
併
設
）
と
「
つ
ど
い
の
広
場
ク
ル

ク
ル
」
は
、
昨
年
度
か
ら
開
始
し
た
子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
重
要
な
役

割
を
担
う
施
設
で
す
。
子
育
て
相
談
所
に

は
昨
年
は
延
べ
62
件
の
相
談
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
徐
々
に
支
援
に
対
す
る
連
携

が
進
ん
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

ク
ル
ク
ル
で
は
ち
ょ
う
ど
利
用
さ
れ
て

い
る
方
か
ら
お
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
市
内
の
子
育
て
環
境
に
つ
い
て
「
子

ど
も
を
預
け
ら
れ
る
場
所
や
小
さ
な
子

ど
も
を
遊
ば
せ
る
環
境
を
増
や
し
て
欲

し
い
」
と
い
う
声
が
あ
り
ま
し
た
。

つどいの広場クルクル
（根室市議会事務局・提供）

昨
年
９
月
か
ら
市
の
フ
ァ
ミ
リ
サ
ポ
ー
ト
事

業
を
委
託
運
営
す
る
「O

h́
a
n
a

」
（
オ
ハ
ナ
）

は
、
現
在
利
用
会
員
・
提
供
会
員
な
ど
合
わ
せ

て
１
２
５
件
の
登
録
に
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ

提
供
会
員
の
体
制
が
厳
し
く
、
運
営
ス
タ
ッ
フ

の
負
担
が
大
き
い
そ
う
で
す
。
ま
た
子
ど
も
を

預
か
る
場
所
と
し
て
提
供
会
員
の
自
宅
で
は

な
く
、
法
人
の
施
設
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多

い
た
め
、
自
宅
預
か
り
が
出
来
る
提
供
会
員
の

拡
大
が
課
題
と
言
い
ま
す
。

な
お
今
年
度
か
ら
市
の
独
自
施
策
で
利
用

料
の
半
額
が
助
成
さ
れ
、
利
用
者
か
ら
大
変

あ
り
が
た
い
と
喜
ば
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

市
と
し
て
も
引
き
続
き
、
様
々
な
支
援
策
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。
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